
　
１
月
10
日
に
行
わ
れ
た
消
防
出
初

式
に
お
い
て
、
救
急
救
護
に
協
力
さ

れ
た
方
や
、
永
年
に
わ
た
り
消
防
団

員
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
方
な
ど
に
対

し
、
表
彰
状
と
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま

し
た
。
　
　
（
順
不
同
、
敬
称
略
） 

           

○
神
奈
川
県
消
防
協
会
湘
南
支
部
長

表
彰（
優
良
消
防
団
員
） 

　
副
団
長
　
　
　
　
　
土
方
庸
禎 

　
副
団
長
　
　
　
　
　
土
方
正
美 

　
第
２
分
団
分
団
長
　
大
澤
正
男 

　
第
11
分
団
分
団
長
　
西
村  

恒 
 

○
大
磯
町
長
表
彰 

（
火
災
現
場
で
避
難
誘
導
及
び
救
護

活
動
を
行
っ
た
。） 

　
協
力
者
　
　
　
　
　
　
吉
田
寿
子 

（
水
難
事
故
現
場
で
救
助
活
動
に
協

力
し
た
。） 

　
協
力
団
体
　
神
奈
川
県
水
難
救
済

会
大
磯
救
難
所 

 

○
大
磯
町
長
感
謝
状 

（
勤
続
２０
年
以
上
で
の
退
団
者
） 

　
副
団
長
　
　
　
　
　
　
小
泉
隆
史 

　
第
２
分
団
分
団
長
　
　
石
井
憲
造 

　
第
２
分
団
副
分
団
長
　
森
田
朗
夫 

　
第
10
分
団
分
団
長
　
　
守
屋
明
好 

　
第
11
分
団
分
団
長
　
　
飯
田
修
司 

 
○
大
磯
町
消
防
団
長
感
謝
状 

（
勤
続
３
年
以
上
で
の
退
団
者
） 

・
分
団
長 

　
第
４
分
団
　
鈴
木
　
勉 

　
第
５
分
団
　
本
城
雅
康 

　
第
６
分
団
　
簑
島
　
保 

　
第
７
分
団
　
二
宮
和
義 

　
第
８
分
団
　
増
田
博
呂
志 

　
第
９
分
団
　
古
正
正
美 

　
第
12
分
団
　
安
彦
　
修 

・
副
分
団
長 

　
第
４
分
団
　
池
谷
　
保 

　
第
６
分
団
　
湯
口
信
雄 

　
第
７
分
団
　
　
野
有
紀 

　
第
８
分
団
　
長
岡
宣
公 

・
部
長 

　
第
４
分
団
　
波
多
野
昭
雄 

　
第
４
分
団
　
仲
出
川
清
史 

　
第
５
分
団
　
山
口
基
久 

　
第
６
分
団
　
加
藤
明
義 

　
第
６
分
団
　
土
橋
永
二
朗 

　
第
７
分
団
　
蒔
田
　
一 

　
第
10
分
団
　
柏
木
昭
洋 

・
班
長 

　
第
４
分
団
　
若
林
一
利 

　
第
４
分
団
　
仲
川
伸
行 

　
第
４
分
団
　
鈴
木
正
和 

　
第
６
分
団
　
簑
島
雄
治 

　
第
６
分
団
　
日
吉
建
治 

　
第
６
分
団
　
久
保
田
和
彦 

　
第
８
分
団
　
浜
田
幸
男 

　
第
10
分
団
　
熊
沢
　
勝 

・
団
員 

　
第
４
分
団
　
長
岡
栄
一 

　
第
６
分
団
　
早
野
一
哉 

　
第
６
分
団
　
池
田
智
城 

　
第
６
分
団
　
飛
田
宗
芳 

　
第
６
分
団
　
出
石
　
守 

　
第
６
分
団
　
片
倉
崇
史 

　
第
７
分
団
　
大
澤
幸
宣 

　
第
７
分
団
　
熱
田
貴
丸 

　
第
７
分
団
　
　
橋
玄
太 

　
第
８
分
団
　
飯
　
喜
之 

　
第
10
分
団
　
熊
澤
卓
也 

　
第
10
分
団
　
橋
本
秀
彦 

　
第
11
分
団
　
鈴
木
秀
一
郎 

　
第
12
分
団
　
藤
原
裕
晃 

 
○
大
磯
町
消
防
長
感
謝
状 

（
住
宅
用
火
災
警
報
器
及
び
救
急
車

適
正
利
用
の
広
報
協
力
） 

　
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
湘
南

　
大
磯
店 

　
ス
ー
パ
ー
た
ま
や
大
磯
店 

　
し
ま
む
ら
ス
ト
ア
ー
大
磯
店 

（
消
防
活
動
訓
練
へ
の
施
設
提
供
・

職
員
参
加
等
の
協
力
） 

　
神
奈
川
中
央
交
通
㈱
平
塚
営
業
所 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
消
防
本
部
　
☎
（
61
）０
９
１
１ 
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中
学
生
を
対
象
に
、
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

及
び
国
税
庁
主
催
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
で
次

の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
） 

神
奈
川
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会 

会
長
賞 

　
竹
内
　
仁
美（
国
府
中
３
年
） 

大
磯
町
長
賞 

　
工
藤
　
彩
夏 

　（
聖
ス
テ
パ
ノ
学
園
中
３
年
） 

大
磯
町
議
会
議
長
賞 

　
遠
藤
　
裕
太（
国
府
中
３
年
） 

 

平
塚
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会 

・
会
長
賞 

　
奥
井
　
　
俊（
国
府
中
３
年
） 

・
入
選 

　
森
山
　
恭
平（
国
府
中
３
年
） 

　
塩
海
加
奈
江（
国
府
中
３
年
） 

　
山
　
　
涼
太（
国
府
中
３
年
） 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
税
務
課
　
☎
内
線
２
５
１ 

　
県
内
の
小
学
校
４
年

生
を
対
象
に
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
、
（財）
神
奈
川

県
下
水
道
公
社
主
催
の

下
水
道
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
に
お
い
て
、
応
募
総

数
４
，９
９
２
点（
町
内

小
学
校
か
ら
236
点
の
応

募
）の
中
か
ら
、
大
磯

小
４
年
の
田
村
風
太
さ

ん
と
国
府
小
４
年
の
廣

瀬
綾
香
さ
ん
が
入
賞
さ

れ
ま
し
た
。 

　
入
賞
作
品
は
、
相
模

川
流
域
下
水
道
右
岸
処

理
場（
四
之
宮
管
理
セ

ン
タ
ー
）に
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。 

◎
問
い
合
わ
せ
　
建
設
課 

　
☎
内
線
２
１
４
、
２
２
４ 

入
賞
　
廣
瀬
　
綾
香
（
国
府
小
） 

  

入
賞
　
田
村
　
風
太
（
大
磯
小
） 

◇
書
道
の
部
（
敬
称
略
） 

 

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
で
表
彰 

下水道作品コンクールで 
2名が入賞 

▲消防出初式で行われた表彰のようす 


